
申込専用FAX 03-5436-5080  

●申込方法 

1．申込書が届き次第、請求書・聴講券・会場案内図をお送りいたします。 

2．お申し込み後はキャンセルできません。 

   受講料は返金いたしませんので、ご都合の悪い場合は代理の方がご出席ください。 

 

3．申込み人数が開催人数に満たない場合等、状況により中止させて頂くことがございます。 

4．定員になり次第，申込みは締切となります。 

会社名  事業所・事業部 

 

住所 

〒 

TEL  FAX  

 所属部課 氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ） E-mail   

受講者1    

受講者2    

今後ご希望しない案内方法に×印をしてください(現在案内が届いている方も再度ご指示ください) 

〔 郵送(宅配便) ・ FAX ・ e-mail 〕 

個人情報の利用目的 

・セミナーの受付、事務処理、アフターサービスのため   ・今後の新商品、新サービスに関するご案内のため 

・セミナー開催、運営のため講師へもお知らせいたします 

セミナー申込書 

「AI創薬」セミナー   No.３０２１２５  ２／２１ 

・申込書に必要事項をご記入の上、FAX（03-5436-5080）にてお申込みください。 

・ホームページからも申込できます。 https://www.gijutu.co.jp/ 

 

●聴講料：1名につき 55,000円（消費税込、資料付） 

  〔1社2名以上同時申込の場合のみ１名につき49,500円(税込)〕 

・AI関連の出願タイミング 

 ・種類別、タイプ別、事業モデル別の検討 

 

３．知財と経営 AI創薬の場合 

・知財はあくまで経営のツール 

 ・経営戦略におけるAIの位置づけ 

 ・創薬分野の場合 

 ・そもそも「創薬」にこだわる必要があるのか、 

    ヘルスケアビジネス全体で捉えるべきか 

・知財ベースの経営 ガバナンスコード 

 ・ガバナンスコードの基準 

 ・ガバナンスコード対策 

・投資かコストか ～AI出願の経済的効果 

 ・経済モデルによる出願・秘匿の効果を考える 

・経営におけるAI知財の利活用 

 ・AI知財論 

 ・コラボレーションにおけるAI知財 

 ・ビッグデータの利活用 

 

【講師実績(業務)：馰谷 剛志 氏】 

知的財産権実務（特許、特許延長登録、商標、意匠、実用新案、 

品種登録、微生物寄託等の出願、権利取得、中間処理、審判、 

訴訟（侵害訴訟含む）、外国出願、調査、コンサルタント）、 

デューデリジェンス、知財アナリシス、知財教育、 

知財関連の薬事業務調査・コンサルタント、 

薬事申請（FDA等）支援、研究開発コンサルタント 

 

【講師実績(業務)：田中 宏樹 氏】 

知的財産権実務（特許、意匠、実用新案等の出願、権利取得、 

中間処理、審判、訴訟の補佐人、外国出願、調査、コンサルタント） 

●日   時：2023年2月21日(火) 10:30～16:30 

●会 場：Zoomを使用したLive配信セミナーです。 

     勤務先やご自宅のパソコンでご視聴ください。 〔大学、公的機関、医療機関の方には割引制度(アカデミック価格)があります。〕 

 

AI  
            

ȹɝɈɶĨ  ★ タイムリーに、特許を取得するための秘訣 と、有効な知財戦略  

★他社を抑制と、一段高いレベルの経営戦略を構築するためのAI創薬とは？ 

１．タイムリーな知財戦略 

・知財戦略の基本 

 ・戦略の立案前になすべきこと 

 ・ランドスケープとポートフォリオ構築 

 ・経営計画、事業概要の検討 

 ・マーケティングとの連動 

 ・レギュレーションの確認 

 ・標準技術の確認 

・出願戦略のタイミング～他社よりも早く特許を取得するために 

 ・そもそも早ければよいのか？ 

 ・何を権利化し、何を隠すのか 

  ・戦略立案のために必要な「非」知財知識・情報 

・そもそも出願するかどうか～何を特許出願するか、 

 ・情報コントロールの重要性 

 ・人材流動化の時代の出願戦略 

 ・経済安全保障の観点 

・ノウハウとの関連 

 ・営業秘密・ノウハウの制度 

 ・秘匿・開示の判断基準 

 

２．AIと創薬 

 ・創薬におけるAI 

 ・そもそもAI創薬とは？ 

 ・AIを用いた創薬の課題と展望 

・AIと特許制度 

 ・特許化できるAIとは？ 

 ・AI自体の特許化 

 ・AIを利用した発明の特許化 

 ・AIが発明者になり得る場合の問題点 

・AIと特許適格性 

 ・世界各国における要件の検討 

 ・裁判例の傾向 

 ●講師：山本特許法律事務所（神戸大学客員教授）知財グループ 弁理士 ・ 博士(薬学) 馰谷 剛志 氏  
 

     山本特許法律事務所知財グループ 弁理士                              田中 宏樹 氏 
                
現在の製薬業界では、ＡＩの活用が不可欠である。ＡＩ創薬はそれ自体が収益になる構造ではないこともおおく知財戦略は非常に

難しい。しかしながら、成功している企業もあることから、何らかの対応策はあるはずである。本講演では、これらを分析しつ

つ、以下を習得することを目的として考えております。 

１．タイムリーな特許を取得することの秘訣を考える 

２．AIと特許についてその関係を知り、有効な知財戦略を考える。 

３．他者を抑制するAI創薬の知財戦略の構築 

４．経営戦略を一段高いレベルにもたらすＡＩ創薬の知財戦略 


